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水産業の現状①
漁業生産量の推移

令和元年度水産白書より



水産業の現状②
漁業就業者数の推移

令和元年度水産白書より



高まる注目度

みなと新聞 2021年1月1日



分野 記事数
養殖生産 25
漁業生産・漁場予測 16
加工流通 13
全般 9
資源評価*・資源管理 1
合計 64

分野別スマート漁業関連記事数
2020年みなと新聞記事から

分野・集計は演者によるもの

＊資源評価とは、漁獲量や体⾧などのデータを用いて、主に魚種ごとに
海の中の資源量を推定し、漁獲の強さなど、その資源の現状や将来を評
価するもの。水産資源の健康診断のようなもの。



運用段階にあるICT・AI技術の例
令和元年度水産白書より



水産研究・教育機構の
取組事例

資源評価の高度化・迅速化のために
水産庁委託 資源・漁獲情報ネットワーク構築事業



１．産地市場や漁協からの水揚情報
漁業種類、魚種(銘柄)、漁獲量など

２．画像解析技術を活用した漁獲物の生物情報
魚種、体⾧など

漁業データ収集

資源評価の
精度向上と
スピード
アップ

データベース



１．産地市場や漁協からの水揚情報
漁業種類、魚種(銘柄)、漁獲量など

漁業データ収集

資源評価の
精度向上と
スピード
アップ

データベース



水揚情報収集の現状

国の農林水産統計は対象魚種削減の方向，市町村別データは廃止
 資源評価実施の基礎となる国の漁獲量データを利用できない魚種も多い。

 地先の詳細な公式統計がない。

→ 農林水産統計に替わる、全国的に水揚げ量が把握できるものが必要。

すべての都道府県が水揚げデータ集約システムを持っているわけではない
 網羅的な水揚データを自動（半自動）で収集している機関がある一方で、担当者

がメール，FAX，郵送などの手段で漁協等からデータを集め、集計、報告している機

関もある。

→ 各機関の実態に合った収集方法、作業量軽減への対応が必要。



漁協、県からの水揚げデータ収集概念図
データの一元化

水産研究所（国）
漁協

データ検索・出力
アプリケーション

全国用
データ

ローディング
アプリケーション

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
領域

ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 県施設（水試）

県DB 漁協（JF）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

県(水試等) データ修正
アプリケーション

県DBの内容を
県水試などで修正

データを各種条件
で検索し、資源評
価に使用

データを各種条件
で検索し、資源評
価に使用

一般公開用
アプリケーション

公開されている
データを参照



データ収集、システム化への問題・課題

販売システムがない場合
漁協等からどうやって報告するのか?

漁獲重量データがない場合
金額データはある。どう数量換算するのか?

水揚げ物が産地市場を通らない場合
産地市場以外で水揚げ物の数量把握ができるのか?
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漁業の様々な現場

いか釣り漁船(八戸) 定置網漁船(小田原)

まき網 水揚げ(松浦) ごち網 選別計量 (上越)



画像解析技術開発の流れ



2020年 取組開始

小田原市漁協 魚市場



小田原漁港 選別機
自動選別機 撮影フレーム

ベルトコンベア ベルトコンベア上の魚



光量 色温度 ISO感度 絞り値 露出時間 開始時間 画像No ぶれ 暗い 白飛び ピント

100 6500 12800 F4 1/1000 4:33 7762-7768

50 6500 12800 F4 1/500 4:34 7774-7778

25 6500 12800 F4 1/200 4:35 7784-7788

13 6500 12800 F4 1/100 4:36 7889-7993

0 6500 12800 F4 1/1000 4:36 7794-7799 x

6500 12800 F4 1/500 4:37 7800-7805 x

6500 6400 F4 1/200 4:38 7806-7810 x

6500 2500 F4 1/100 4:38 7811-7815 x

100 6500 12800 F4 1/100 4:48 7828-7889 ⅹ

3000 F4 4:50 7890-7957 x

6500 6400 F4 4:52 7958-8019 x

3000 F4 4:51 8020-8082 x

6500 3200 F4 4:54 8083-8158 x

3000 F4 4:55 8159-8220 x

100 6500 1600 F4 1/100 5:07 8221-8283 x

50 5:08 8284-8344

25 5:10 8345-8402 x

13 5:11 8403-8469 x

0 5:13 8470-8531 x

LED カメラ

適切な撮影条件の調査

撮影実験計画の一部

白飛び

ピンボケ

良好

→光条件の時間 (半閉鎖的屋外環境）

→ベルトコンベアの速度が毎回異なる

水揚現場に特異的な環境



漁港での画像解析の課題
１．撮影条件
・カメラの設置場所
・電源の確保
・光条件

２．画像解析
・人工知能（AI)解析の知識
・教師データの作成
・200種もの魚種判別
・曲がったり、重なったりしている魚の体⾧

３．全国展開
・安価、簡単、信頼性の高いシステム

などなど・・・



スマート水産業の将来



スマート水産業が目指す2027年の将来像

令和元年度水産白書より



みなと新聞
2021年2月3日


